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1.はじめに 
 説得コミュニケーションとは、「説得側」から「被
説得側」に情報が伝達される状況で行われる会話の
ことである。さらに 2 種類のコミュニケーションに
分かれており、「直接コミュニケーション」と「オー
バーハードコミュニケーション」である。 
 本研究では、オーバーハードコミュニケーション
に着目する。 
 先行研究では、オーバーハードコミュニケーショ
ンを用いることでレギュラーコミュニケーションよ
りも、ユーザの購買意欲を高めることが証明された。
つまり、購買意欲が高まるということは、オーバー
ハードコミュニケーションがユーザの興味を惹きや
すく、説得に有効であるという証明である（鈴木・
山田 2005）。 
 しかし、話者の会話中の顔の向きの違いにおける
オーバーハードコミュニケーションがユーザへの説
得にどのような影響を及ぼすのか検証されていない。   
そこで、本研究では３次元において話者の会話中

の顔の向きの違いにおけるオーバーハードコミュニ
ケーションがユーザへの説得にどのような影響を及
ぼすのかを検証する必要がある。 

本研究ではリアルタイムでの会話様子を間接的に
聞くという行為は難しいと判断したため、オンライ
ン上での会話を漏れ聞くという行為で検証を行う。 
 
2.目的 
 本研究では、オーバーハードコミュニケーション
における顔の向きの違いが聞き手の受け取り方にど
のような影響があるのかについての調査を行う。 
  
3.実験  
3.1 方法 
調査参加者：クラウドサービスのクラウドワークス
に登録している男女 120 名(男性 76 名/女性 44 名) 
実験計画： 要因は、オーバーハードコミュニケーシ
ョンにおける顔の向きとする。水準は、２人がお互
い向き合っている横条件と２人が正面を向いている
正面条件の２つを設け、１要因２水準参加者内計画
で実験を実施した。 
材料： テーマの異なる 3 種類（「編み物」「バスケ観
戦」「観光地（大室山、小室山）」）の動画を作成し、
使用した。 
説得者からの直接コミュニケーション条件を統制条
件として使用し、テーマを「編み物」とした。 
条件１：「２人が向き合って話している」オーバーハ
ードコミュニケーション条件 
条件２：「２人とも正面を向いている」オーバーハー
ドコミュニケーション条件 
以上の条件を満たす動画を５つ用意した。統制条件
の動画を１つ、条件１と条件２の動画を各２つずつ
用意した。 
条件１つに対してテーマも１つにしてしまうと、評
価の結果で顔の向きとテーマのどちらに影響してい

るのかを判断するのが難しいと考えた。そのため、
条件１つに対してテーマを２つずつ用意することで、
テーマによる影響を防ぎ顔の向きによる影響を評価
できるようにした。 
アンケートに関しては、順番効果による影響を防

ぐために４種類用意した（ 
手続き：調査は Google Form を用いてオンライン上
で回答してもらい、回答者は個人の好きなタイミン
グで回答してもらった。設問内容は「動画全体」「話
題内容」「説得側」「被説得側」「説得力」に対し、 
印象評価をしてもらった。5 段階(1:まったくあては
まる-5:とてもあてはまる)で評価してもらった。 
 
3.2 結果 
図１に「観光地」をテーマとした動画に対する「被
説得者側」の評価を示す． 

図 1 テーマ「観光地」の被説得側評価の平均得点 
 
t 検定の結果、「相手の話に興味を持っていた」「相手
の話の理解を深めるものだった」「聞き手から圧を感
じた」「聞き手から思いやりを感じた」の評価で有意
差がみられた（「興味を持った」： t(118)= -
2.68,p= .008,d= -.49／「理解を深めた」：t(118)= 
-2.24,p= .027,d= -.41／「圧を感じた」：t(118)= 
2.16,p= .033,d= .39／「思いやり」：t(118)= -
2.18,p= .031,d= -.40）。「聞き手から圧を感じた」
を除いた 3 つの評価は正面の場合と比較して横向き
の場合に評価が高かった。また「聞き手から圧を感
じた」の評価は正面の場合に評価が高くなることが
明らかとなった。いずれも、被説得側にポジティブ
な印象が高まることを示している。 
 
4.まとめ 
 横向き（対面）での会話を漏れ聞いてる方が、よ
り説得されていると強く感じると考えられる。特に、
第 3 者が感じた被説得側の印象（評価）において有
意差が見受けられ、説得力に大きく影響していると
考えられる。 
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